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Migration Portal,リリース 4.4.0

Migration Portalは、Oracleデータベーススキーマを EDB Postgres Advanced Serverプラットフォームに移
行するためのWebベースのサービスです。Migration Portalは、Oracleデータベーススキーマを評価および
分析し、以下を変換します。

• テーブル

• シークエンス

• 制約

• インデックス（LOBインデックスとマテリアライズドビューのインデックスを除く）

• 同義語

• ビュー

• マテリアライズドビュー

• DBリンク

• 型と型体

• トリガー

• 機能

• 手続き

• パッケージ

• ユーザー

• ロール

• プロフィール

• ロールとオブジェクトの付与

Migration Portalは、EDB Postgres Advanced Serverと互換性のあるデータ定義言語（ DDL）ステートメン
トを生成します。

使いやすいポータルインターフェイスにより、評価と移行のプロセスが簡素化されます。ポータルにログ
インし、

migration processを起動します。

EnterpriseDBは、企業が既存のデータベースシステムを長年 Postgresに移行するのを支援してきました。
詳細については、

EnterpriseDB websiteを参照してください。

1

https://www.enterprisedb.com/
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第1章 Release notes

Migration Portalのドキュメントには、Migration Portal 4.0の最新バージョンが説明されています。

Version Release date
Version 4.4 14 Feb 2023
Version 4.3 08 Dec 2022
Version 4.2 04 Oct 2022
Version 4.1 04 Aug 2022
Version 4.0 22 Apr 2022

1.1 Version 4.0

Migration Portal 4.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description
Enhancement Migration Portal は、EDB DDL エクストラクタの使用を再度サポー

トするようになりました。 DDL エクストラクタに関連する問題が
解決され、 DDL エクストラクタファイル形式の使用に対して導入
された一時的な制限が削除されました。Migration Portal は、 `docu-
mentation <https://www.enterprisedb.com/docs/migration_portal/latest/04_mp_
migrating_database/01_mp_schema_extraction/>`__の指示に従って、Oracle
Data Pumpユーティリティの使用を引き続きサポートします。ただし、EDB
DDLエクストラクタの使用をお勧めします。

Enhancement スキーマ評価アルゴリズムは、いくつかのパフォーマンス関連の問題に対処
し、全体的なスキーマ評価時間を削減するように最適化されています。

Enhancement EDB Postgres Advanced Serverはサポートしていないため、TABLE定義から
CACHE / NOCACHEキーワードを削除する修復ハンドラーを追加しました。

Security fix Jackson-databindおよびh2ライブラリは、セキュリティ問題（CVE-2020-36518、
CVE-2022-23221、CVE-2021-42392、および CVE-2021-23463）に対処するた
めに最新バージョンにアップグレードされました。

Bug fix 文法規則を修正して、修復ハンドラーの実行をスキップして EDITIONABLE
キーワードを削除する解析エラーを解決しました。

Bug fix Oracle PIPELINEDおよび PIPE ROWファンクションコールの適切な変換を
実行するように修復ハンドラーを修正しました。

Bug fix オブジェクト名が Unicode文字に基づいている場合に大文字と小文字が区別
されない問題を修正しました。

次のページに続く

https://www.enterprisedb.com/docs/migration_portal/latest/04_mp_migrating_database/01_mp_schema_extraction/
https://www.enterprisedb.com/docs/migration_portal/latest/04_mp_migrating_database/01_mp_schema_extraction/


Migration Portal,リリース 4.4.0

表 2 –前のページからの続き
Type Description
Bug fix 新しいユーザーに対してMigration Portalのランディングページを初めて開い

たときにスタートウィザードが表示される問題を修正しました。
Bug fix ターゲット EPAS DDLスクリプトでの変換中に VIEW定義が切り捨てられ

る問題を修正しました。
Bug fix 以前は、UTF-8と互換性のない文字を含むアップロードされた DDLファイ

ルは、評価フェーズの開始時に失敗していました。Migration Portalは、SQL
ファイルを UTF-8として読み取るようになりました。 UTF-8以外のファイ
ルをアップロードした場合、UTF-8非対応の文字はすべて置換文字「�」に
変換され、問題なく評価が続行されます。

Bug fix ソース Oracle DDLの名前のない制約の制約名の割り当てを修正しました。
Bug fix 修復ハンドラーを更新して、Oracle Data Pumpで生成されたソースDDLファ

イルの OIDINDEXストレージ句を削除しました。
Bug fix COLLATEおよび COMPUTATIONキーワードを識別子として使用できるよ

うになりました。
Bug fix 単一行のコメントの一部として表示される複数行のコメントの処理を修正し

ました。
Bug fix ラップされたオブジェクトを適切に識別してスキップするように文法を修正

しました。
Bug fix 複数のプロジェクトを同時に実行しているときに ConcurrentModificationEx-

ceptionが発生する問題を修正しました。
Bug fix 複数のスキーマにわたる一意のオブジェクト名の処理を修正しました。オブ

ジェクト名は、異なるスキーマ間で一意である必要はありません。
Bug fix 特定の順序が必要ないため、一部の句の順序を無視するように create table文

法をいくつか修正しました。

1.2 Version 4.1

Migration Portal 4.1の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description
Enhancement Migration Portalのスキーマ評価レポートには、アップロードされた DDLで

見つかった Oracleコンストラクト（つまり、機能）に関連するエフォートタ
イプと複雑さレベルに基づいて移行の複雑さスコアを提供する新しい機能分
析セクションが含まれています。この新しいセクションでは、 DDLにある
互換性のない機能の概要も提供します。 Feature Analysisセクションは現在、
新しい移行プロジェクトに対してのみ生成され、このリリースより前に作成
された既存のプロジェクトに対しては生成されないことに注意してください。

次のページに続く
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Migration Portal,リリース 4.4.0

表 3 –前のページからの続き
Type Description
Enhancement ユーザーは、プロジェクト内の使用可能なスキーマと基になるオブジェクト

にフィルタリングを適用して、選択したオブジェクトタイプのサブセットの
ターゲットデータベースDDLを生成できるようになりました。さらに、ダウ
ンロード用に作成される単一の DDL SQLファイルの代わりに、選択したオ
ブジェクトタイプごとに個別のファイルと、プロジェクトと選択したスキー
マの統合スクリプトを含む zipアーカイブが作成されます。

Enhancement Qの引用符で囲まれた文字列をドルまたは Eの引用符で囲まれた文字列に変
換する新しい修復ハンドラー ERH-3005が追加されました。

Enhancement パッケージヘッダーレベルでパイプライン化された特定の変換を適用するよ
うに ERH-2078修復ハンドラーを強化しました。

Enhancement パッケージ内で提供されるTYPE定義からNULLを削除するようにERH-2034
修復ハンドラーを更新しました。

Security fix セキュリティ問題（ CVE-2021-43138、 CVE-2022-1650、 CVE-2022-23221、
CVE-2021-42392、 CVE-2021-20066、および CVE-2022-31129）に対処する
ために、async、eventsource、h2、jsdom、および momentライブラリを最新
バージョンにアップグレードしました。

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティを使用して生成されたソース Oracle DDL
ファイルを処理するときに一部のインデックスがスキップされるコーナーケー
スを修正しました。

Bug fix ALTER TABLEステートメントの ENABLE NOVALIDATE句から ENABLE
キーワードのみが削除される動作が修正され、完全な句が削除されるように
なりました。また、関連するリペアハンドラー ERH-2003および ERH-2005
を更新しました。

Bug fix 長時間実行されるスキーマ評価と並行して実行される他の評価のパフォーマ
ンスに影響を与えていた同期スレッドの問題を修正しました。

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティによって生成されたCREATE TABLEステー
トメントの DEDUPLICATE LOB句により、 DDL解析関連のエラーが発生
した問題を修正しました。

1.3 Version 4.2

Migration Portal 4.2の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description
Enhancement 4.1.0リリースより前に作成された既存のプロジェクトのスキーマ移行の複雑

さスコアを計算し、機能分析を生成するためのサポートが追加されました。
Enhancement オブジェクトを手動で修復した後のスコアの更新に対応するために、スキー

マ移行の複雑さのスコアリング機能が強化されました。
次のページに続く

1.3. Version 4.2 5

https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2021-43138
https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2022-1650
https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2022-23221
https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2021-42392
https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2021-20066
https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2022-31129
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表 4 –前のページからの続き
Type Description
Enhancement スキーマ評価レポートの機能分析セクションに、未解決のエラーがあるオブ

ジェクトとそれらのオブジェクトで使用されている互換性のない Oracle機能
のリストをリストする新しい「未解決のオブジェクト」テーブルを追加しま
した。

Enhancement 多数のOracle機能を含むプロジェクトのスキーマ評価レポート生成のパフォー
マンスが最大 3倍向上しました。

Bug Fix 互換性のないビルトインパッケージと SYSスキーマ TYPEオブジェクトの
使用をキャプチャしてより正確にレポートするようにMigration Portalを修正
しました。

Bug Fix 次の Oracle機能の存在をより正確にキャプチャし、スキーマ移行の複雑さへ
の影響を評価するようにMigration Portalを修正しました。

Bug Fix DDLエクストラクタの新しいバージョンを作成して、CACHEキーワードで
定義された Oracleテーブルのエントリが DDLファイルに出力される問題を
修正しました。Migration Portalが更新され、新しいバージョンの DDLエク
ストラクタへのリンクが提供されました。Migration Portalは、古いバージョ
ンの DDLエクストラクタで生成された DDLを引き続き処理および評価でき
ます。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「機能分析」セクションで、PRAGMA EXCEP-
TION_INIT宣言が互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しま
した。

Bug Fix 「機能分析」セクションで LONG RAWが互換性のない機能として誤って報
告される問題を修正しました。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「機能分析」セクションで、ユーザー定義の例外宣
言が互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しました。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「機能分析」セクションで、BULK COLLECT INTO
句が互換性のない機能として誤って報告される問題を修正しました。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「機能分析」セクションで NULLIF関数が互換性の
ない機能として誤って報告される問題を修正しました。

Bug Fix スキーマ評価レポートの「機能分析」セクションで、REGEXP_LIKE句の回
避策のステータスを「None / Needs Investigation」から「Exists」に更新しま
した。現在、修復ハンドラーが利用可能で、REGEXP_LIKE句に自動的に適
用されます。

Bug Fix EDB Postgres Advanced Serverでサポートされているおよびサポートされてい
ない Oracleの事前定義の PL / SQL例外のリストを更新しました。

Bug Fix ユーザーがオブジェクト（スキーマ、テーブル、ビューなど）のサブセット
を選択し、ウィザードページ間を移動すると、ターゲット DDLオブジェク
ト選択ページでのユーザー選択状態が失われる問題を修正しました。

6 第 1章 Release notes
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1.4 Version 4.3

Migration Portal 4.3の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description
Enhancement Migration Portalは、ソース Oracleデータベースからのユーザー、ロール、プ

ロファイル、および権限の評価と移行をサポートするように拡張されていま
す。

Enhancement Migration Portalが更新され、ユーザー、ロール、プロファイル、および許可
の抽出をサポートする EDB DDLエクストラクタの新しいバージョンへのリ
ンクが提供されました。Migration Portalは、古いバージョンの EDB DDLエ
クストラクタで生成された DDLを引き続き処理および評価できます。ただ
し、新しくサポートされたユーザー関連の情報は、これらの古いバージョン
では抽出できません。

Enhancement Migration Portalのスキーマ移行の複雑さのスコアリングと機能分析機能が強
化され、以前のリリースの場合のようにバージョン 14だけでなく、選択した
ターゲット EDB Postgres Advanced Serverバージョンに基づいたスコアと機
能分析を提供します。

Enhancement スキーマをターゲットデータベースに移行するためのMigration Portalのユー
ザーインターフェイスが簡素化され、手順数と冗長オプションが削減された
オフラインとオンラインの移行モードが有効になりました。

Enhancement Migration Portal の移行の複雑さと機能の分析機能が強化され、以前はキャ
プチャされなかった Oracle 機能の存在をキャプチャしてレポートします。
CONNECT BY CONDITION、CONNECT BY NOCYCLE、およびビルトイン/SYS
所有のファンクション GROUP_ID。

Security fix Migration Portal で使用される jackson-databind ライブラリが更新され、
`CVE-2022-42003 <https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2022-42003>`__およ
び `CVE-2022-42004 <https://nvd.nist.gov/vuln/detail/CVE-2022-42004>`__で
特定されたセキュリティの脆弱性に対処しました。

Bug fix シーケンスの `MAXVALUE`の処理を修正して、警告を回避し、ターゲットEDB
Postgres Advanced Serverデータベースでサポートされている `MAXVALUE`に
許可される最大値に関する問題を解決しました。

Bug fix Oracle Data Pumpユーティリティを使用して生成された抽出された DDLで
見つかった仮想テーブルの列に関連する `ALTER TABLE MODIFY`ステート
メントの処理の問題を修正しました。

Bug fix 句がパッケージ関数定義内で使用されているときに `PIPELINED`句機能が報
告されない問題を修正しました。

Bug fix 特定の場合に互換性のある機能でカタログビューが検出および報告されない
問題を修正しました。

1.4. Version 4.3 7
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1.5 Version 4.4

Migration Portal 4.4の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description
Enhancement Migration Portalは、EDB Postgres Advanced Serverの最新メジャーバージョン

である EDB Postgres Advanced Server EDB Postgres Advanced Serverバージョ
ン 15をサポートするようになりました。

Enhancement Migration Portalが拡張され、移行プロジェクトのオブジェクト名のOracleのデ
フォルトの大文字と小文字を保持するオプションが提供されました。 Postgres
では、オブジェクト名のデフォルトのケースは小文字です。 Oracleでは大文
字です。ほとんどの場合、データベースを Postgresに移行するときは Postgres
のデフォルトケースを使用する必要があります。ただし、この新しいオプショ
ンは、データベースクエリで引用符で囲まれた大文字の識別子を特に使用す
るアプリケーションをより適切にサポートするために提供されています。新
しい機能により、すべてのオブジェクトを引用符で囲まれた大文字の名前で
作成できますが、初期の実装では手続きコードで指定されたオブジェクト名
参照は更新されないことに注意してください。

Enhancement Migration Portalの移行の複雑さと機能分析機能が拡張され、以前にキャプチャ
されなかった特定の Oracle機能の存在をキャプチャおよびレポートします。
これには、外部結合の条件としての `BETWEEN`句の使用に対応しますクエ
リで。

Enhancement Migration Portalは、`CREATE VIEW`ステートメントから `CONSTRAINT`句
を削除する新しいERH-3008修復ハンドラーで拡張されています。この機能は
EDB Postgres Advanced Serverでサポートされていません。この機能強化の一
環として、スキーマ評価レポートの機能分析セクションに関連する機能が更新
され、「既存の使用可能な回避策のある機能」のカテゴリで `VIEW COLUMN
CONSTRAINT`の発生を識別およびレポートするようになりました。

Enhancement ERH-2057修復ハンドラーが拡張され、`LONG`データ型から精度部分が削除
されました。

Bug fix EDB DDL エクストラクタが更新され、以前はフェッチされていなかった
`ROLE`から `ROLE`の付与が抽出されました。

Bug fix `VIEW`の DDLを使用して日付リテラルを指定すると、 `DATE`キーワード
の後に切り捨てられる問題を修正しました。

Bug fix 列名として EXTENDEDで指定されたテーブルの列から `DEFAULT`句が削除
される問題を修正しました。

Bug fix ユーザーがオブジェクトを手動で修復した後、評価レポートに誤ったオブジェ
クト数が表示される問題を修正しました。

Bug fix Oracle `PIPE ROW`構文から Postgres `RETURN NEXT`構文に変換した後、ス
キーマ名プレフィックスで指定された行型オブジェクトからスキーマ名が誤っ
て削除される ERH-2059修復ハンドラーの問題を修正しました。

Other EDB Postgres Advanced Serverでサポートされていない単一の引数を使用した
`TO_TIMESTAMP_TZ()`ファンクション呼び出しを移行するための提案され
た回避策を含むMigration Portalのナレッジベースエントリを追加しました。

次のページに続く

8 第 1章 Release notes
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表 6 –前のページからの続き
Type Description
Other EDB Postgres Advanced Serverバージョン 10のサポートが削除されました。

ユーザーは、新しい移行プロジェクトのターゲットデータベースとして EDB
Postgres Advanced Server 10を選択できなくなりました。ユーザーは、新しい
スキーマをアップロードしたり、既存の EDB Postgres Advanced Server 10プ
ロジェクトのオブジェクトを編集および再評価したりすることもできません。

1.5.1 サポート終了のお知らせ

EDB Postgres Advanced Server（EPAS）バージョン 11の標準サポートが 2023年 11月 20日に終了するた
め、2023年以降にサポートされる EPASの最新バージョンを新しいMigration Portalプロジェクトに選択
する必要があります。 EPAS 11のサポートは、2023年 5月 20日にMigration Portalから削除を開始して、
この日以降に新しい EPAS 11プロジェクトが作成されないようにする予定です。

利用可能なサポートを最大限に活用し、新機能、特に Oracle との互換性を高める機能を活用するには、
Migration Portalプロジェクトのターゲットとして最新の EPASバージョンを選択することをお勧めします。
EDB Postgres Advanced Serverの各メジャーバージョンのサポート期間の詳細については、 EDB

Platform Compatibilityページを参照してください。

1.5. Version 4.4 9

https://www.enterprisedb.com/platform-compatibility#epas
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第2章 Supported platforms

Migration Portalは、Oracle 11g、12c、18c、および 19cから EDB Postgres Advanced Server 11、12、13、また
は 14への評価と移行をサポートしています。Migration Portalは次のブラウザーでサポートされています。

2.1 対応ブラウザ
最適なユーザーエクスペリエンスを得るには、Google Chromeブラウザーの使用をお勧めします。Migration
Portalは次のブラウザーでもサポートされています。

Browser Supported version
Apple Safari on Macin-
tosh OS

14 and above

Google Chrome 68 and above
Microsoft Edge 42 and above
Mozilla Firefox 60 and above
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第3章 Using Migration Portal

Migration Portalを使用すると、データベーススキーマを Oracleから EDB Postgres Advanced Serverに簡単
に移行できます。評価のためにスキーマをアップロードし、すぐにフィードバックと提案を得ることがで
きます。このポータルを使用すると、すべてのオブジェクトの評価済み DDLをダウンロードし、オンプレ
ミスまたはクラウドで EDB Postgresデータベースを作成できます。

図 1: The assessment and migration process

注釈: Migration Portalには現在チームコラボレーション機能がありません。共同会議、画面共有、および
ダウンロード可能な評価レポートを使用して結果を共有することをお勧めします。

Migration Portalにアクセスするには：

1. ブラウザーを開き、https://www.enterprisedb.com/に移動します。

2. EnterpriseDBホームページで、 PostgreSQLSoftware>Migrationを選択します。

3. Migration Portalページで、 Findoutmore>OpenMigrationPortalを選択します。

4. 資格情報を使用してログインします。Migration Portalを使用して Oracleスキーマを移行する概要に

https://www.enterprisedb.com/
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図 2: Migration Portal on the EnterpriseDB home page

ついては、

Migration Portal quick start を参照してください。

3.1 Overview of the Migration Portal home page

Migration Portalホームページから、移行ツールにすばやくアクセスできます。

Migration Portalホームページでは、次のMigration Portal機能にアクセスできます。

• プロジェクト：プロジェクトパネルには、評価されたプロジェクトのリストが表示されます。

• プロジェクトの作成： +Newを選択してプロジェクトを作成します。

• プロジェクトを検索する：検索ボックスを使用してプロジェクトを検索します。

• 概要：概要パネルには、選択したプロジェクトに関する詳細が表示され、スキーマ評価後に互換性の
割合が表示されます。

• Migrateto：Migratetoを選択して、EDB Postgres Advanced Serverと互換性のある.sqlファイルを
ダウンロードするか、スキーマをオンプレミスまたはクラウド内の EDB Postgres Advanced Serverに
移行します。詳細については、 Performing a schema migrationを参照してください。

• レポート：レポートを選択して、スキーマ評価レポートを表示およびダウンロードします。

• 削除：削除を選択して、選択したプロジェクトを削除します。

• 警告記号：プロジェクトまたはスキーマの互換性が 70％未満である場合、または複数回試行しても
DDLが成功しない場合、警告メッセージが表示されます。

14 第 3章 Using Migration Portal
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図 3: The Migration Portal home page.

• DDLファイルのアップロード：新しいスキーマのアップロードを選択して、新しい DDLファイル
をアップロードします。

• スキーマ：スキーマパネルには、アップロードされた DDLファイルの評価結果が表示されます。

• クイックヘルプ：クイックヘルプパネルには、いくつかの必要なリソースへのクイックリンクが含ま
れています。

• ポータルWiki：ポータルWikiを選択して、製品情報やその他のヘルプガイドにアクセスします。

3.2 Overview of the Migration Portal Projects page

Migration Portalプロジェクトページには、移行に関する詳細情報が表示されます。

次のリソースを使用して、移行プロジェクトに関する情報を収集します。

• 互換性：互換性ゲージは、評価されたスキーマの互換性の割合に基づいて色を表示します。

• スキーマ数：プロジェクト内のスキーマの数を表示します。

• Migrateto：Migratetoを選択して、スキーマをオンプレミスまたはクラウド内のEDB Postgres Advanced
Serverに移行します。

• オブジェクトを検索する：検索ボックスを使用してオブジェクトを検索します。

• フィルター：プロジェクトページの左側のパネルから、システムで修復されたオブジェクトと手動
で修復されたオブジェクトをフィルタリングできます。1つ以上のフィルターの組み合わせを選択し
て、情報を絞り込むことができます。

• オブジェクト：選択したスキーマのオブジェクトを表示します。

3.2. Overview of the Migration Portal Projects page 15
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図 4: The Migration Portal Projects Page overview.

• 一般的な障害：選択したスキーマのオブジェクトが失敗した理由を表示します。

注釈: プロジェクトの一般的な障害の `.csv`ファイルをダウンロードできます。

• スキーマ：評価の結果を表示します。

• ツールチップ：結果セットにカーソルを合わせると、成功、失敗、および修復されたオブジェクトの
数を示すツールチップが表示されます。

• クイックヘルプ：クイックヘルプパネルには、ナレッジベースの記事と修復ハンドラーのドキュメン
トへのリンクが表示されます。

• 検索：検索ボックスを使用して、特定の情報についてナレッジベースのエントリまたは修復ハンド
ラーのドキュメントを検索します。

3.3 Migration Portal quick start

Migration Portalを使用して Oracleスキーマを移行するには：

1.スキーマのメタデータ情報を含む.sqlファイルを生成します。詳細については、 Performing a schema
extractionを参照してください。

1.EDB資格情報で Using Migration Portalにログインします。

1. 新しいプロジェクトを作成します。

1.スキーマメタデータを含む.sqlファイルをアップロードします。

16 第 3章 Using Migration Portal
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注釈: 大きな DDLファイルをアップロードすると、ブラウザーがフリーズまたはクラッシュする場合が
あります（ブラウザーと使用中のシステムリソースによって異なります）。このシナリオでは、別のブラウ
ザーでMigration Portalを実行するか、より少ないスキーマを抽出してそのファイルをMigration Portalに
アップロードしてみてください。

1. 作成と評価 を選択します。Migration Portal はすべての構成を確認し、修復アクションを実行して
EDB Postgres Advanced Serverとの互換性を向上させ、手動介入が必要な残りのエラーにフラグを付
けます。

2. DDLオブジェクト（100％の成功率を示していないテーブルなど）を確認します。

3. EDB Postgres Advanced Serverと互換性のないオブジェクトを選択します。

4. EDB Postgres Advanced Serverで互換性のないオブジェクトの考えられる回避策を確認するには、ナ
レッジベースを参照してください。

5. 必要な変更を加え、再評価を選択して分析を再実行します。

1.スキーマのエラーを解決した後、変更した EDB互換DDLファイルをダウンロードし、pgAdminや PSQL
クライアントなどのクライアントアプリケーションを使用して、スキーマを EDB Postgres Advanced Server
に移行できます。クラウド上の EDB Postgres Advanced Serverに移行することもできます。詳細について
は、 Performing a schema migrationを参照してください。

3.3. Migration Portal quick start 17
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第4章 Migrating a database

データベースを移行するには、次の手順を完了する必要があります。

1. Performing a schema extractionを実行します。

2. Performing a schema assessment を実行します。

3. Performing a schema migrationを実行します。

4. Performing a data migrationを実行します。

4.1 Performing a schema extraction

次のいずれかの方法を使用して、スキーマ抽出を実行できます。 EDBは、EDB DDLエクストラクターを
使用してスキーマを抽出することをお勧めします。

• EDB DDLエクストラクタを使用したスキーマの抽出（推奨方法）

• Extracting schemas using Oracle Data Pump utilities

詳細については、 Known issues, limitations, and notesを参照してください。

4.1.1 EDB DDLエクストラクタを使用したスキーマの抽出

Migration Portalのプロジェクトページから最新の EDB DDLエクストラクタスクリプトをダウンロードし
ます。

注釈: システムとブラウザーのリソースの可用性によっては、非常に大きな SQLファイルに対してMigration
Portalが応答しなくなる場合があります。これを解決するには、一度に抽出するスキーマの数を減らして、
SQLファイルのサイズを減らします。
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前提条件

EDB DDL エクストラクタスクリプトは、 SQL Developer または SQL*Plus で実行できます。 Oracle の
DBMS_METADATAビルトインパッケージを使用して、スキーマ（スクリプトの実行中に指定）の下のさまざま
なオブジェクトの DDLを抽出します。EDB DDLエクストラクタは、ポータルにアップロードされ、EDB
Postgres Advanced Serverの互換性について分析された DDLファイルを作成します。

注釈: CONNECT および `SELECT_CATALOG_ROLE`ロールと `CREATE TABLE`特権が必要です。

SQL*Plusの場合

1. SQL*Plusに接続し、次のコマンドを実行します。

@edb_ddl_extractor.sql

2.プロンプトが表示されたら、スクリプトを実行しているOracleユーザーに必要な権限がある場合は、Enter
を押してスクリプトの実行を続行します。

3. プロンプトが表示されたら、スキーマ名を入力します。複数のスキーマを抽出する場合、コンマ（‘,’
）を区切り文字として使用します。

注釈: 現在のデータベースからすべてのユーザースキーマを抽出する場合は、抽出中にスキーマ名を言及
しないでください。ただし、抽出するスキーマ名に言及することをお勧めします。

4.プロンプトが表示されたら、エクストラクターが抽出した DDLを保存するパスまたはディレクトリを
入力します。パスを指定しない場合、抽出された DDLは SQL*Plusコマンドを実行したディレクトリに出
力されます。

5.プロンプトが表示されたら、他のスキーマから依存オブジェクトを抽出するかどうかに応じて、yesま
たは noと入力します。

例：

1. 抽出スクリプトを実行します。

@edb_ddl_extractor.sql

2. Enterを押します

3. コンマで区切って 3つのスキーマを指定します。

Enter a comma separated list of schemas to be extracted (Default all schemas): HR,␣

↪→SCOTT, FINANCE

4. 出力ファイルのパスを入力します。

Linuxでは、次を使用できます。

20 第 4章 Migrating a database
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Location for output file (Default current location) : /home/oracle/extracted_ddls/

同様にWindowsの場合：

Location for output file (Default current location) : c:\Users\Example\Desktop\

5. yesと入力して、他のスキーマの依存オブジェクトを抽出します。

WARNING:

Given schema(s) list may contain objects which are dependent on objects

from other schema(s), not mentioned in the list.` `Assessment may fail

for such objects. It is suggested to extract all dependent objects

together.

Extract dependent object from other schemas?(yes/no) (Default no / Ignored for all␣

↪→schemas option): yes

SQL Developerの場合

edb_ddl_extractor.sqlスクリプトを SQL Developerにロードし、ソース Oracleデータベースに接続し
た後、スクリプトを実行します。スクリプトが実行されたら、プロンプトに応答します。

1.データベース接続のユーザーが [スクリプト出力]タブにリストされているとおりに必要な特権を持って
いる場合、はいを選択してスクリプトの実行を続行します。

2. スキーマのコンマ区切りリストを入力し、 OKを選択します。

3. 出力ファイルのパスを入力し、OKを選択します。デフォルトは、DDLエクストラクタスクリプト
の場所です。

4. yesまたは noと入力して依存オブジェクトを抽出し、OKを選択します。デフォルトでは、依存オ
ブジェクトを抽出しません。

DDLエクストラクタの実行の出力が [ Script Output ]タブに表示されます。出力ファイルの名前は、スク
リプト出力の Extraction Completedメッセージの後に表示されます。

注釈: SQL*Plusと SQL Developerの両方に単一のスキーマ名を入力することもできます。

次に、スクリプトはソースデータベース内のオブジェクトタイプを反復処理します。タスクが完了すると、
.SQLの出力が入力した場所（たとえば、 c:\Users\Example\Desktop\）に保存されます。

Migration Portalで想定されるファイルエンコード形式については、
ファイルエンコーディングを参照してください。

4.1. Performing a schema extraction 21
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4.1.2 スキーマとオブジェクトのサポート

以下のリストと表は、Migration Portalでサポートされているおよびサポートされていないスキーマとオブ
ジェクトを示しています。

サポートされていないスキーマ

SQLダンプファイルの生成中に、これらの Oracleシステムスキーマを除外します。

22 第 4章 Migrating a database
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注釈: EDB Postgres Advanced Serverは、 pg_で始まるスキーマ名をサポートしていません。

サポートされているオブジェクトタイプ

• テーブル

• シークエンス

• 制約

• インデックス（LOBインデックスとマテリアライズドビューのインデックスを除く）

• 同義語

• ビュー

• マテリアライズドビュー

• DBリンク

• 型と型体

• トリガー

• 機能

• 手続き

• パッケージ

• ユーザー

• ロール

• プロフィール

• ロールとオブジェクトの付与

注釈: 列、テーブル、およびマテリアライズドビューの COMMENTSもサポートされています。

サポートされていないオブジェクトタイプ

• エディション

• オペレーター

• スケジューラー

• マテリアライズドビューの LOBインデックスとインデックス

• XMLスキーマ
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• 表領域

• ディレクトリ

• RLSポリシー

• キュー*

• ライブラリー

• インデックスタイプ

* EDB Postgres Advanced Serverはキューテーブルのサポートを提供していますが、Migration Portalは現在
サポートしていません。ソース DDLのキューテーブルは、ソースおよびターゲットの DDLオブジェクト
としてアップロードされません。

Extracting schemas using Oracle Data Pump utilities

Migration Portalでは、抽出されたスキーマを評価するために SQLダンプファイル内のメタデータのみが必
要です。

前提条件

• 自分以外のスキーマをエクスポートする予定がある場合は、DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASEロール
が割り当てられていることを確認してください。それ以外の場合は、自分のスキーマのみをエクス
ポートできます。

• 表領域にオブジェクトを作成するための十分な表領域クォータがあることを確認します。

• SQL*Plusで、サーバーファイルシステム上のディレクトリを指すディレクトリオブジェクトを作成
します。例：Linuxの場合：

create directory DMPDIR as /sample/file/path;

``` **Windowsの場合** ：

```sql

create directory DMPDIR as c:\sample\file\path\;

• SQL*Plusで、Data Pumpユーティリティを実行しているユーザーに読み書き権限を付与します。

grant read,write on directory DMPDIR to <Username>;

次のいずれかの手順を実行します。

• データベース内の 1つ以上のスキーマを抽出する

• データベース内のすべてのスキーマを抽出する
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データベース内の 1つ以上のスキーマを抽出する

1. expdpコマンドを実行する前に、サーバー上に.par拡張子（たとえば、export.par）を持つファ
イルを作成します。ファイルに属性と値を追加します。

edb_notranlate_3 このコマンドの属性と値は、次のオプションを指定します。- CONTENT=metadata_only
は、スキーマのメタデータのみを抽出します。 - INCLUDE=は、抽出に含めるデータベースオブジェクトの
種類を指定します。Migration Portalでサポートされているデータベースオブジェクトタイプのみを抽出し
ます。

サポートされているオブジェクトタイプを参照してください。

2.コマンドラインから exportコマンドを実行して schemas_metadata.dumpファイルを生成します。たと
えば、<Schema_1>、<Schema_2>、<Schema_3>などのメタデータ情報を抽出するには、次を実行します。

expdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR SCHEMAS=<Schema_1>,<Schema_2>,

↪→<Schema_3> DUMPFILE=schemas_metadata.dump parfile=export.par

3. ダンプファイルから SQLファイルを生成するには、importコマンドを実行します。

たとえば、 schemas_metadata.dumpファイルから YourSchemas.SQLファイルを生成するには、次のよ
うに入力します。

impdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR TRANSFORM=OID:n,SEGMENT_

↪→ATTRIBUTES:n EXCLUDE=STATISTICS SQLFILE=YourSchemas.sql DUMPFILE=schemas_metadata.

↪→dump

Migration Portalで想定されるファイルエンコード形式については、
ファイルエンコーディングを参照してください。

データベース内のすべてのスキーマを抽出する

注釈: 除外スキーマリストに属するユーザーアカウントからこの手順を実行しないでください（サポート
されていないスキーマを参照）。コマンドを実行しているユーザーアカウントがスキーマの除外リストに
ある場合、 impdpコマンドは失敗します。

1. expdpコマンドを実行する前に、サーバー上に.par拡張子（たとえば、export.par）を持つファ
イルを作成します。ファイルに属性と値を追加します。

edb_notranlate_6 このコマンドの属性と値は、次のオプションを指定します。- CONTENT=metadata_only
は、スキーマのメタデータのみを抽出します。 - INCLUDE=は、抽出に含めるデータベースオブジェクトの
種類を指定します。Migration Portalでサポートされているデータベースオブジェクトタイプのみを抽出し
ます。

サポートされているオブジェクトタイプを参照してください。 - FULL=Y

はデータベース内のすべてのスキーマを抽出します。

2.コマンドラインから exportコマンドを実行して schemas_metadata.dumpファイルを生成します。
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expdp <Username>@<ConnectIdentifier> DIRECTORY=DMPDIR DUMPFILE=schemas_metadata.dump␣

↪→parfile=export.par

3. impdpコマンドを実行する前に、サーバー上に.par拡張子（たとえば、import.par）を持つパラ
メーターファイルを作成します。ファイルに属性と値を追加します。

EXCLUDE=SCHEMA:"IN(select username as schema_name from sys.dba_users where␣

↪→LOWER(username) LIKE pg_% OR username IN

(ANONYMOUS,APEX_PUBLIC_USER,APEX_030200,APEX_040000,APEX_040200,APPQOSSYS,AUDSYS,

↪→CTXSYS,DMSYS,DBSNMP,

DBSFWUSER,DEMO,DIP,DMSYS,DVF,DVSYS,EXFSYS,FLOWS_FILES,FLOWS_020100, FRANCK,GGSYS,

↪→GSMADMIN_INTERNAL,

GSMCATUSER,GSMROOTUSER,GSMUSER,LBACSYS,MDDATA,MDSYS,MGMT_VIEW,OJVMSYS,OLAPSYS,

↪→ORDPLUGINS,ORDSYS,

ORDDATA,OUTLN,ORACLE_OCM,OWBSYS,OWBYSS_AUDIT,PDBADMIN,RMAN,REMOTE_SCHEDULER_AGENT,SI_

↪→INFORMTN_SCHEMA,

SPATIAL_CSW_ADMIN_USR,SPATIAL_WFS_ADMIN_USR,SQLTXADMIN,SQLTXPLAIN,SYS$UMF,SYS,

↪→SYSBACKUP,SYSDG,SYSKM,

SYSRAC,SYSTEM,SYSMAN,TSMSYS,WKPROXY,WKSYS,WK_TEST,WMSYS,XDB,XS$NULL))"

EXCLUDE=STATISTICS

このコマンドの属性と値は、次のオプションを指定します。 - EXCLUDEは、除外するスキーマを指定しま
す。サポートされていないスキーマのリストを追加して、Data Pumpユーティリティがシステムスキーマ
（ pg_で始まるスキーマを含む）を抽出しないようにします。・EXCLUDE=STATISTICSは、SQL出力ファ
イルに統計関連の情報を含めないことを指定します。それらを SQLファイルに含めないことで、移行ポー
タルの DDLを評価する機能に影響を与えることなく、ファイルのサイズが大幅に削減されます。

4. ダンプファイルから SQLファイルを生成するには、インポートコマンドを実行します。

たとえば、 schemas_metadata.dumpファイルから YourSchemas.SQLファイルを生成するには、次のよ
うに入力します。

edb_notranlate_9 Migration Portalで想定されるファイルエンコーディング形式については、

ファイルエンコーディングを参照してください。

4.2 Performing a schema assessment

EDB Postgres Advanced Serverとの互換性について Oracleデータベーススキーマを評価できます。評価に
関するレポートを生成することもできます。
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4.2.1 スキーマ評価を実行する

1. Using Migration Portalに移動します。

2. EDB資格情報を入力します。

3. Newを選択してプロジェクトを作成します。

4. ダイアログボックスで、プロジェクト名フィールドにプロジェクト名を入力します。

5.プロジェクトの詳細を指定します。

• アプリケーションインターフェイスを選択します。 -ソースのソース DBとバージョンを選択しま
す。 -ターゲットのターゲット DBとバージョンを選択します。

6.スキーマメタデータで生成された.SQLファイルをアップロードするには、ファイルを選択を選択します。

注釈: .SQLファイルを変更しないでください。

7.プロジェクトの作成時にインデックス（_IDX）と制約（_CON）へのサフィックスの追加を指定するに
は、サフィックスを追加してオブジェクト名を一意にするチェックボックスをオンにします。 Oracleがサ
ポートしているのに対して、EDB Postgres Advanced Serverはテーブルとインデックスに同じ名前をサポー
トしていないため、この選択により、より良い評価結果が保証されます。

8. プロジェクトの作成時に Oracleのデフォルトの大文字と小文字の使用を指定するには、スキーマの
移行に Oracleのデフォルトの大文字と小文字を使用チェックボックスをオンにします。Oracleのデ
フォルトのケース機能を使用して、Oracleデータベースから EDB Postgres Advanced Serverデータ
ベースにスキーマを移行するときに、すべてのデータベースオブジェクトの Oracleのデフォルトの
大文字の命名規則を保持します。この機能の詳細については、

Known issues, limitations, and notesを参照してください。

9. 作成と評価を選択して、新しいプロジェクトを作成し、スキーマを評価します。

分析ツールはすべてのコンストラクトを確認し、修復アクションを実行して、EDB Postgres Advanced Server
との互換性を向上させます。手動介入が必要な残りのエラーにフラグを付けます。

10. 100%の成功率を示していない DDLオブジェクト（TABLESなど）を確認します。

11. EDB Postgres Advanced Serverと互換性のないオブジェクトを選択し、詳細を表示します。中央のパ
ネルの下部に、修復アクションの詳細を表示できます。

12.右側のパネルのナレッジベース情報を参照して、 EDB Postgres Advanced Serverとすぐに互換性がない
オブジェクトの回避策を見つけます。 Portal wikiページでナレッジベース情報を表示することもできます。

13. ナレッジベースタブで、 EDB Postgres Advanced Serverと互換性のないオブジェクトのエラーメッ
セージを入力し、検索を選択できます。

オブジェクトの詳細パネルには、失敗したオブジェクトの回避策または解決策が表示されます。そのオブ
ジェクトの評価タブで手動で変更を加え、再評価を選択できます。
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図 1: The Migration Portal New project dialog
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図 2: Incompatible objects are identified

図 3: Incompatible objects are identified
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注釈: 再評価中に失敗したオブジェクトが合格した場合、そのオブジェクトの依存オブジェクトも再評価
されます。

同様に、互換性のないすべてのオブジェクトを互換性のあるものにすることができます。

図 4: Workaround or resolution for incompatible objects

注釈: 互換性のないオブジェクトの情報または回避策がナレッジベースにない場合は、サポートチームに
お問い合わせください。

DDLでの作業が終了したら、変更した EDB互換 DDLを .sql ファイルとしてダウンロードするか、ス
キーマを移行できます。

Performing a schema migrationを参照してください。

4.2.2 評価レポートを生成する

Migration Portalのレポートは、プロジェクト用に評価されたスキーマの高レベルの評価概要を提供します。
さらに、このレポートは、障害が発生したオブジェクトと障害の原因に関する詳細を提供します。

1. レポートを選択します。

2. レポートに含めるスキーマを選択します。

3. 画面上のレポートを生成するには、 Generateを選択します。
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オプションで GeneratePDFを選択して、レポートを PDF形式で保存できます。選択したスキーマの DDL
に適用された個別の修復ハンドラーの数を表示することもできます。

注釈: Migration Portalは、Oracleラップされたオブジェクトに隠されている機密性の高い PL/ SQLソース
コードを評価しません。これらのラップされたオブジェクトは評価されたオブジェクトの数に含まれない
ため、互換性割合の実際の値は評価レポートで計算された値と異なる場合があります。ラップされたオブ
ジェクトの詳細については、 Known issues and notesの注を参照してください。

4.2.3 評価レポートを評価する

評価レポートは、スキーマおよびプロジェクト全体のオブジェクトと機能の互換性に関するデータと情報
を示します。

• オブジェクト：Migration Portalは、処理するすべての CREATEステートメントのオブジェクトを生
成します。さらに、アップロードされた DDLに制約を追加する ALTER TABLEステートメントごと
にオブジェクトを生成します。

• 機能：オブジェクトの作成で使用される Oracle句またはコンストラクト。機能は、1つ以上のオブ
ジェクトで複数回使用できます。

評価レポートには、非互換機能と未解決のオブジェクトのテーブルがリストされています。

オブジェクトの互換性

ターゲットデータベースで正常に実行されたオブジェクトには互換性があります。評価レポートには、次
のカテゴリに基づいてオブジェクトの互換性の概要が表示されます。

Object compatibility
level

Description

Passed 修復ハンドラーを適用せずにターゲットデータベースで実行します。
System repaired 1つ以上の修復ハンドラーを適用した後、ターゲットデータベースで正常に

実行されます。修復ハンドラーは、変換ロジックを使用して、DDLを EDB
Postgres Advanced Serverと自動的に互換性を持たせます。オブジェクトの動
作に予期しない影響が発生した場合に備えて、レポートの**修復ハンドラー
が適用されました**セクションの説明を注意深く確認してください。

User repaired ユーザーが手動で修復および再評価した後、ターゲットデータベースで正常
に実行されます。

Failed objects ターゲットデータベースで正常に実行されません。

注釈: 提示されたオブジェクト分析は、ターゲット DDL内のオブジェクトの既存の状態に基づいていま
す。これは、オブジェクトが更新および再評価された場合に変更される可能性があります。たとえば、修
正されたオブジェクトは、再評価後に*未解決のオブジェクト*テーブルから削除されます。
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機能の互換性

EDB Postgres Advanced Serverでは、一部の機能をネイティブに利用できない場合があります。評価レポー
トには、機能の発生と互換性レベルの概要が示されます。

Feature compatibility
level

Workaround status

Compatible features
•

Features with existing
available workaround

Exists

Features with reasonable
effort new workaround

Possible

Features with no
workaround or requiring
further investigation

None / Needs Investigation

注釈: 回避策のない機能の場合、アプリケーションレベルの変更により機能の非互換性に対処できる場合
があります。 ####制限事項

評価レポートは、ユーザーがターゲット DDLを手動で変更し、再評価を選択すると更新されます。ただ
し、レポートの互換性のない機能の表は更新されず、ソース DDLの互換性のない機能が引き続きリストさ
れます。スキーマ移行の複雑さ評価スコアは、互換性のない機能を持つ互換性のないオブジェクトが解決
されると更新されます。また、オブジェクトが修正されて再評価された後、オブジェクトは、それらのオ
ブジェクトで最初に見つかった互換性のない機能のリストとともに未解決のオブジェクトテーブルから削
除されます。

4.3 Performing a schema migration

スキーマのエラーを解決したら、スキーマを EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行できます。

Migration Portalには、次のターゲットデータベースオプションのいずれかを使用してスキーマを移行する
ためのガイド付き手順が用意されています。

• オフライン移行-データ定義言語（DDL）SQLファイルをダウンロードし、psqlクライアントや pgAdmin
などのクライアントアプリケーションを使用して、ターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータ
ベースにスキーマを作成します。このオプションは、オンプレミスとクラウドベースの移行の両方に
適しています。

• オンライン移行-ターゲットの EDB Postgres Advanced Serverデータベースに直接接続し、スキーマを
自動的に作成します。通常、このオプションはクラウドで実行されているデータベース（BigAnimal
クラスターまたはセルフマネージドインスタンス）への移行に最適です。
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スキーマを移行する前に、EDBは、 Known issues, limitations, and notesでターゲットデータベースの構成
要件を特定することをお勧めします。

4.3.1 オフライン移行

クライアントを使用して DDL SQLファイルを実行し、Windowsまたは Linuxプラットフォーム上の EDB
Postgres Advanced Serverにスキーマを手動で移行します。

1. オフライン移行を選択します。

2. Select one or more schemas to migrate to EDB Postgres Advanced Server. You
can also expand a schema and select specific object types under each schema.

注釈: スキーマに 100%の互換性がない場合は、バナーが表示されます。必要に応じて、お問い合わせフォー
ムに入力します。

1. DownloadSQLfileを選択して、評価済みのスキーマをダウンロードします。zipパッケージは、選択
したスキーマとオブジェクトの DDLを含む SQLファイルで構成されています。DDLは、プロジェ
クト、スキーマ、またはオブジェクトごとに SQLファイルにグループ化されます。
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File name Description Example
&lt;ProjectName>
_ALL_OBJECTS.sql

選択したすべてのスキーマとオブジェクトの
DDLで構成される単一の統合ファイル。

AllTestMigra-
tion_ALL_OBJECTS.sql
consists of DDLs for all ob-
jects of schemas OE, SH, IX,
and PM, and only selected
objects of schema HR.

&lt;SchemaName>
.sql

特定のスキーマ内の選択されたオブジェクトの
DDLで構成される 1つ以上のファイル。

HR.sql consists of DDLs for
all the selected objects of the
HR schema.

&lt;SchemaName>
&#95;
&lt;ObjectType>
.sql

それぞれが選択した単一のオブジェクトの DDL
で構成される 1つ以上のファイル。

HR_TABLE.sql consists of
DDLs only for TABLE object
of the HR schema.

1. zipファイルのダウンロードが完了したら、[完了]を選択してメインのMigration Portalページに戻
ります。

1.スキーマをターゲットデータベースにインポートします。

1. edb psqlコマンドラインユーティリティを使用して、変換されたスキーマの移行元の EDB Postgres
Advanced Serverデータベースに接続します。

1.新しいデータベースを作成します。

CREATE DATABASE <database_name>;

1. 次の psqlコマンドを使用して、新しいデータベースに接続します。

\connect <database_name>

1. 次の psqlコマンドを使用して、必要な SQLファイルを新しいデータベースにインポートします。

\i <path_to_exported_schema_file>.sql

注釈: または、インポートに `pgAdmin`クライアントを使用できます。スキーマをターゲットデータベー
スにインポートします。
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4.3.2 オンライン移行

ターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに直接接続してスキーマを作成します。

1. オンライン移行を選択します。

2. Select one or more schemas to migrate to EDB Postgres Advanced Server. You
can also expand a schema and select specific object types under each schema.

3. Connectionページで必要な接続の詳細を入力します。

1. 接続の詳細を確認するには、[接続のテスト]を選択します。

注釈: **接続の編集**を選択して、接続の詳細を変更し、接続の詳細を再テストできます。

1.テスト接続が成功したら、次へを選択してターゲットデータベースに接続し、選択したスキーマをター
ゲットサーバーに作成します。

1. 移行が完了すると、移行が正常に完了したかエラーが発生したかを示すメッセージが表示されます。
DownloadSummary ボタンを選択して、移行の試行に対して生成されたログをダウンロードして確認し
ます。
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図 5: Connecting to the cloud cluster
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1. 完了を選択して、Migration Portalのメインページに戻ります。

4.4 Performing a data migration

スキーマの移行を実行した後、データを移行します。

1. Migration Toolkitを使用してデータを移行します。Migration Toolkitの使用の詳細については、Mi-
gration Toolkitを参照してください。

2. Migration Toolkit toolkit.propertiesファイルを構成し、ソースデータベースとターゲットデータ
ベースの接続情報がプロパティファイルで使用できることを確認します。

SRC_DB_URL = jdbc: oracle:thin:@localhost:1521:ORCL

SRC_DB_USER = user_name

SRC_DB_PASSWORD = password

TARGET_DB_URL= jdbc:edb://localhost:5444/migration

TARGET_DB_USER = enterprisedb

TARGET_DB-PASSWORD = password

詳細については、 Building the toolkit.properties Fileを参照してください。

3. Migration Toolkitを–dataOnlyモードで起動します。–truncLoadキーワードを含めて、テーブル間
の外部キーの依存関係を解決します。

たとえば、次のコマンドは、データを hrという名前のスキーマに移行します。

runMTK.sh –dataOnly –targetSchema hr –truncLoad HR

このコマンドは、指定された source_schemaを target_schemaに移行します。データは、enterprisedb
という名前のデータベーススーパーユーザーと passwordのパスワードを使用して、ローカルにインストー
ルされた EDB Postgres Advanced Serverインスタンスにロードされます。

注釈: データをロードする前にテーブルが切り捨てられます。

4.4.1 高度なデータ移行

並列データのロードが必要な大規模なデータベースの場合、次のいずれかの方法を使用できます。

• EDB Postgres Advanced Serverデータベースリンク機能（Oracleデータベースとの互換性のため）

• Dblinkまたはデータベースリンクスタイルの移行（データに CLOBデータが含まれる場合）

詳細については、Migration Toolkitを参照してください。
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このページには、次の既知の問題、制限、および注意事項がリストされています。

• Using Migration Portal - EDB DDL エクストラクタを使用したスキーマの抽出 - Extracting schemas
using Oracle Data Pump utilities

5.1 Migration Portal

5.1.1 ラップされたオブジェクト

Migration Portalはラップされたオブジェクトを評価できません。抽出されたDDLに含める場合、それらは
Migration Portalにロードされず、評価されるオブジェクトの数に含まれません。ラップされたオブジェク
トを評価して EDB Postgres Advanced Serverに移行する場合は、Migration Portalにアップロードする DDL
ファイルにオブジェクトのアンラップバージョンを含めます。これを行う推奨される方法は、スキーマ抽
出を実行する前に、Oracleデータベース内のラップされたバージョンをクリアテキストバージョンに置き
換えることです。スキーマ抽出を実行した後、オブジェクトをラップされたバージョンに置き換えること
ができます。

5.1.2 ファイルエンコーディング

Migration Portalでは、 .SQL出力ファイルを UTF-8エンコード形式にすることをお勧めします。非 UTF-8
エンコーディングの.SQLファイルをアップロードすると、UTF-8と互換性のないすべての文字が出力DDL
で置換文字「�」に変換されます。

Tip: Linuxの iconvユーティリティまたはWindowsのLibIconvユーティリティを使用して、抽出したファイ
ルをUTF-8形式に手動で変換できます。たとえば、データベースのキャラクタセットがLatin-1（ISO-8859-1）
の場合、次のように抽出したファイルを UTF-8形式に変換できます。
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5.1.3 ALTERステートメント

ALTER TABLEと ALTER TRIGGERを除き、Migration Portalは DDL内の他の ALTERステートメントを
処理しません。

5.1.4 ユーザー、ロール、プロファイル、および付与

5.1.5 付与

Migration Portalは、抽出およびアップロードされたスキーマの Oracleユーザーの評価と移行をサポートす
るようになりました。プロジェクトに関連付けられたスキーマのすべてのユーザー、ロール、およびプロ
ファイルは、Migration Portalビューの GLOBAL_OBJECTS擬似スキーマの下にグループ化されます。現在、
システム権限、オブジェクト権限、およびロールの付与は、ユーザーオブジェクトの DDLに含まれていま
す。同様に、ロールへのシステム権限とオブジェクト権限の付与は、ロールオブジェクトの DDLに含まれ
ています。

付与は現在ユーザーオブジェクトとロールオブジェクトにアタッチされているため、ユーザーに権限が付与
されている 1つ以上のオブジェクトに障害が発生すると、ユーザーオブジェクト自分自身が評価に失敗し
ます。この問題を解決するには、個々のステートメントに SQL単一行コメント（--）を使用するか、連続
した grantステートメントに SQL複数行コメント（/* */）を使用して、失敗したオブジェクトの grantス
テートメントをコメントアウトし、オブジェクトを再評価できます。実行されます。失敗した付与ステー
トメントに対応する失敗したオブジェクトが修復された後、以前に失敗した付与ステートメントのコメン
トを外し、ユーザーオブジェクトを再評価できます。

5.1.6 特権

スキーマをターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行するには、移行の実行に使用さ
れているターゲットデータベースユーザーに次の権限が必要です。

• プロファイルを移行する SUPERUSER

• ユーザーとロールを移行する SUPERUSERまたは CREATE ROLE

5.1.7 パスワード

ユーザーを移行する場合、Migration Portalはユーザーのパスワードを移行しません。ユーザーは、パスワー
ドなしでターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースに作成されます。ユーザーにパスワード
を構成することが望ましい場合、または必要な場合は、ユーザーの移行後にターゲットデータベースで手
動で行うことができます。
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5.1.8 プロファイル

Migration Portalは、スキーマユーザーに割り当てられた非 DEFAULT プロファイルを移行します。Oracle
プロファイルには、パスワードとリソースの両方の制限が含まれます。EDB Postgres Advanced Serverは、
Oracleパスワード関連の制限のみをサポートしています。リソース制限はプロファイルとともに抽出され
ますが、パスワード制限のみが Migration Portalによってアップロード、評価、および移行されます。ま
た、Oracleデータベースでは、DEFAULTプロファイルが新しい制限値でオーバーライドされている可能性が
あります。DEFAULTプロファイルは、 Migration Portalによって移行されません。EDB Postgres Advanced
Serverの DEFAULTプロファイルを、Oracle DEFAULTプロファイルに適用された制限のオーバーライドで構
成する必要がある場合は、ALTER PROFILEステートメントを使用してターゲットの EDB Postgres Advanced
Serverデータベースに手動で適用する必要があります。

注釈: バージョン 4.3.0以降、Migration Portalはユーザー、ロール、プロファイル、および付与の評価をサ
ポートしています。ただし、Migration Portalの以前のバージョン（4.3.0より前）を使用して作成されたプ
ロジェクトの場合、この機能はサポートされていません。ユーザー、ロール、プロファイル、および付与を
評価するには、最新バージョンの EDB DDLエクストラクタを使用して新しいプロジェクトを作成します。

5.1.9 Oracleのデフォルトケースを使用

Oracleのデフォルトのケース機能を使用するオプションでは、OracleデータベースからEDB Postgres Advanced
Serverデータベースにスキーマを移行するときに、すべてのデータベースオブジェクトの Oracleのデフォ
ルトの大文字の命名規則が保持されます。

EDB DDLエクストラクタおよび Oracle Data Pumpユーティリティは、PL / SQLの本文内で参照されるオ
ブジェクト名を除き、Oracleのデフォルトのケース（つまり、オブジェクト名の大文字または大文字と小
文字を区別するオブジェクト名のそれぞれのケース）ですべての DDLを抽出します DDLの作成時にユー
ザーが明示的に二重引用符で囲まない限り、オブジェクト。

そのため、Migration Portalはこの機能のソーススキーマファイルからのすべての二重引用符を保持します。
さらに、Migration Portalは二重引用符を次のものに適用します。

• ビューおよびマテリアライズドビューの SELECTステートメント内の列名。

• チェック制約内の列名。

• トリガーヘッダー内のテーブル名と列名。

Oracleの大文字と小文字を使用するオプションが選択されていない場合、Migration Portalのデフォルトの
動作は、すべてのオブジェクトが小文字（ EDB Postgres Advanced Serverのデフォルトのケース）で作成
されます。ソース DDL内。

useOraCase機能を使用して、以下のソースとターゲットの DDLを見つけます。

- - Source DDL

CREATE TABLE "RHS_SANITY"."DEPT"

( "DEPTNO" NUMBER(2,0),

"DNAME" VARCHAR2(14),

(次のページに続く)
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"LOC" VARCHAR2(14),

CONSTRAINT "DEPTDEPTNO_PK" PRIMARY KEY ("DEPTNO")

USING INDEX ENABLE,

CONSTRAINT "DEPTDNAME_UK" UNIQUE ("DNAME")

USING INDEX ENABLE

) ;

- - Target DDL

CREATE TABLE "RHS_SANITY"."DEPT"

( "DEPTNO" NUMBER(2,0),

"DNAME" VARCHAR2(14),

"LOC" VARCHAR2(14),

CONSTRAINT "DEPTDEPTNO_PK" PRIMARY KEY ("DEPTNO")

USING INDEX ENABLE,

CONSTRAINT "DEPTDNAME_UK" UNIQUE ("DNAME")

USING INDEX ENABLE

) ;

Oracleのデフォルトのケースを使用している間、他のプロジェクトと比較して互換性率が低下する場合が
あります。この互換性率の低下に寄与する可能性のある理由は次のとおりです。

• 最も一般的な理由は、オブジェクト/リレーションが存在しないことです。このシナリオは、テーブ
ル/オブジェクトが Oracleのケースを保持するために二重引用符で囲まれているのに対し、障害が発
生したオブジェクトでは二重引用符なしで参照されていることが原因です。例：

CREATE TABLE "HR"."EMP"

( "EMPNO" NUMBER(4,0),

"ENAME" VARCHAR2(10),

"JOB" CLOB,

"MGR" NUMBER(4,0),

"HIREDATE" DATE,

"SAL" NUMBER(7,2),

"COMM" NUMBER(7,2),

"DEPTNO" NUMBER(2,0),

CONSTRAINT "PK_EMP" PRIMARY KEY ("EMPNO")

USING INDEX ENABLE

) ;

CREATE OR REPLACE PROCEDURE "HR"."PROC"

IS

CURSOR emp_cur IS SELECT hiredate, CAST(hiredate AS timestamp(6)) AS timestamped␣

↪→FROM emp;

REC emp_cur%rowtype;

BEGIN

OPEN emp_cur;

(次のページに続く)
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LOOP

FETCH emp_cur INTO rec;

EXIT WHEN emp_cur%NOTFOUND ;

DBMS_OUTPUT.PUT_LINE(rec.hiredate || ||rec.timestamped);

END LOOP;

CLOSE EMP_CUR;

END ;

エラーは次のように表示されます。

edb_notranlate_2上記の例では、テーブル名とその列名は、 CREATE TABLEステートメントで引用符で囲
まれた大文字の名前で指定されています。ただし、CREATE OR REPLACE PROCEDUREステートメントでは、
テーブルとその列は、引用符で囲まれていない小文字の識別子を使用して参照されます。

• %typeを使用して定義された変数は、コードオブジェクトで失敗します。先行するtable.column-name

は employees.employee_id%typeのように小文字ですが、実際のテーブルの名前と列名は二重引用
符で囲まれています。例：

CREATE TABLE "HR"."EMPLOYEES"

( "EMPLOYEE_ID" NUMBER(6,0),

"FIRST_NAME" VARCHAR2(20),

"LAST_NAME" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_LAST_NAME_NN" NOT NULL ENABLE,

"EMAIL" VARCHAR2(25) CONSTRAINT "EMP_EMAIL_NN" NOT NULL ENABLE,

"PHONE_NUMBER" VARCHAR2(20),

"HIRE_DATE" DATE CONSTRAINT "EMP_HIRE_DATE_NN" NOT NULL ENABLE,

"JOB_ID" VARCHAR2(10) CONSTRAINT "EMP_JOB_NN" NOT NULL ENABLE,

"SALARY" NUMBER(8,2),

"COMMISSION_PCT" NUMBER(2,2),

"MANAGER_ID" NUMBER(6,0),

"DEPARTMENT_ID" NUMBER(4,0),

CONSTRAINT "EMP_SALARY_MIN" CHECK ("SALARY" > 0) ENABLE,

CONSTRAINT "EMP_EMP_ID_PK" PRIMARY KEY ("EMPLOYEE_ID")

USING INDEX ENABLE,

CONSTRAINT "EMP_EMAIL_UK" UNIQUE ("EMAIL")

USING INDEX ENABLE

) ;

CREATE OR REPLACE PROCEDURE "HR"."PKG" AS

-- declare variables for data fetched from cursor

empid employees.employee_id%TYPE; -- variable for employee_id

hiredate employees.hire_date%TYPE; -- variable for hire_date

firstname employees.first_name%TYPE; -- variable for first_name

lastname employees.last_name%TYPE; -- variable for last_name

rowcount NUMBER;

bonusamount NUMBER;

yearsworked NUMBER;

-- declare the cursor with a parameter

(次のページに続く)
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CURSOR cursor1 (thismonth NUMBER)IS

SELECT employee_id, first_name, last_name, hire_date FROM employees

WHERE EXTRACT(MONTH FROM hire_date) = thismonth;

BEGIN

null;

END;

エラーは次のように表示されます。

syntax error at or near "%" (line 3, char 37)

• テーブルの列のデータ型に TYPE参照がある場合、大文字と小文字の違いにより失敗します。例：

CREATE OR REPLACE TYPE "HR"."USER_TYPE" IS OBJECT(

"ID" NUMBER,

"NAME" VARCHAR2(256)

);

CREATE TABLE "HR"."MY_TABLE"

(

"ID" NUMBER,

"MY_NAME" user_type

);

エラーは次のように表示されます。

type "user_type" does not exist

LINE 4: "MY_NAME" user_type

^

SQL state: 42704

Character: 58

5.2 EDB DDLエクストラクタ
• EDB DDLエクストラクタスクリプトは、Flashbackを使用して復元されたオブジェクトで、まだ
BIN$b54+4XlEYwPgUAB/AQBWwA==$0のような名前が付いているものを抽出しません。これらのオブ
ジェクトを抽出する場合は、オブジェクトの名前を変更して、抽出プロセスを再実行する必要があり
ます。

• EDB DDLエクストラクタは、通常のテーブルとして nologgingテーブルを抽出します。これらの
テーブルが EDB Postgres Advanced Serverに移行されると、WALログファイルが作成されます。

• EDB DDL エクストラクタは、ステータスが VALID のオブジェクトのみを抽出します。 Migration
Portalで評価する INVALIDステータスのオブジェクトについては、最初に VALIDに更新します。
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• EDB DDLエクストラクタは、Oracleラップ機能を使用して難読化されたオブジェクトを抽出しませ
ん。そのため、これらのオブジェクトは、Migration Portalによって評価される DDLのセットに含
まれません。これらのオブジェクトを評価して EDB Postgres Advanced Serverに移行する場合は、オ
ブジェクトのラップバージョンをラップされていないバージョンに置き換えます。詳細については、
ラップされたオブジェクトを参照してください。

• EDB DDLエクストラクタは、スキーマ名とその依存情報を保存するためのグローバル一時テーブル
を作成します。これらのテーブルは、抽出が成功すると削除されます。

• EDB DDLエクストラクタスクリプトは、PostgreSQLがサポートしていないため、名前が PG_で始
まるスキーマを抽出しません。これらのスキーマを抽出する場合は、抽出前にスキーマの名前を変更
する必要があります。

• EDB DDLエクストラクタは、プロファイル、ロール、および付与の情報を自動的に抽出します。

5.3 Oracle Data Pumpユーティリティ
• Oracleの引用演算子でIDENTIFIED BY句を使用してデータベースリンクを作成すると、Migration Portal
が SQLファイルの解析に失敗する場合があります。たとえば、IDENTIFIED BY VALUES q'[:1]'。
ファイルを正常に解析するには、実際のパスワードを使用してみてください。たとえば、IDENTIFIED
BY my_password。

• Oracle Data Pumpユーティリティによって生成された DDLには、Migration Portalで処理されない
ALTER FUNCTION、ALTER PACKAGE、ALTER TYPEなどの ALTER STATEMENTSが含まれる場合があ
ります。

・Oracle Data Pumpがスキーマモードで実行されている場合、つまり expdpコマンドの実行時に SCHEMAS

パラメーターが使用されている場合、プロファイルとロールが抽出されません。エクスポートされるスキー
マユーザーにプロファイルが割り当てられている場合、プロファイルはエクスポートされた impdpファイ
ルの一部ではないため、Migration Portalでのスキーマユーザーオブジェクトの評価は失敗します。この問
題を解決するには、ユーザーオブジェクトのターゲット DDLでプロファイルの割り当てを削除し、ユー
ザー作成オブジェクトを再評価します。
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